
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 山 口 県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 長門市立深川小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

3 3 3 3 3 3 3 21学級数
30

113 106 103 106 116 120 4 668児童数

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

生 き 生 き と 学 ぶ 子 ど も の 育 成
～算 数 を 楽 し む 子 ど も を め ざ し て～

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

○ １～６年生・算数
算数は、系統性の強い教科であることから、基礎・基本の確実な定着を

図っていくため。

( ) 年次ごとの計画2

○ テーマ
評価を生かした授業展開の工夫①

○ 研究の見通し
評価を生かし、個に応じた指導や、学習の特性に応じた少人数指導を

平 行うことにより、基礎・基本の定着を図ることができ、わかる喜びを味
成 わわせることができるのではないか。

○ 研究の内容・方法15
年 ・内容
度 評価規準の効果的活用

評価方法の開発
教材の工夫と活用
自己評価の活用

・方法
、 、 。４つの視点から 具体的な取組を行い 授業実践をとおして検証する

○ テーマ
評価を生かした授業展開の工夫②

○ 研究の見通し
評価を生かし、個に応じた指導や、学習の特性に応じた少人数指導を

行うことにより、基礎・基本の定着を図ることができ、わかる喜びを味
平 わわせることができるのではないか。
成 ○ 研究の内容・方法

・内容16
年 実践に生かすことができる評価規準への改善
度 評価方法の工夫

思考・判断する力を育てる教材の開発
客観的に自己評価をする力の育成

・方法
授業実践をとおして、より実用的な評価方法を追求する。



( ) 研究推進体制3

研究組織
､（評価規準の整備､評価方法の開発

自己評価の活用）
（教材の工夫）

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

（１）評価を生かした授業展開例 －第３学年算数「かけ算（２ 」－）

① 評価を生かした作為２分割による少人数学級編成
○ １２×３の計算方法を考える段階で、５通りの考え方がでてきた。そ
こで、５通りの考え方がすべて含まれているように学級を２分割した。

＜第１次１／７ Ｎ児が示した「１２」の分け方＞

＜第１次２／７ ２分割した学級の座席表＞

② 評価規準の効果的活用

校 長 研修会議
授 業 実 践

教 材 開 発

みすゞ教育
企画立案



○ Ａ規準の判定と 規準への支援を明確にした評価規準を作成し、授業にC
おいて活用した。

単元の評価規準 ２位数や３位数に１位数をかける乗法の計算の仕
（知識・理解） 方を理解している。

↓
評価規準の具体化 ２位数×１位数（繰り上がりのない場合）の計算

(Ｂ規準) の仕方を理解している。
↓

主 眼 １２×３のよりよい計算方法を話し合う活動を通
して、かけられる数を何十と１位数に分けて計算す
る仕方がわかるようにする。

↓
Ａ規準の明確化と ・Ａ規準・・・数を分解し、部分積の和による２
Ｃ規準の児童への 位数×１位数の計算の手順を書くこ
支援 とができる。

・Ｃ規準・・・ 位のまとまりで数を分解し、部分
への支援 積とその和を求めることを助言す

る。

③ 教材の工夫と活用
○ ひとり学びや評価を支えるワークシートを作成し、活用する。

＜Ｎ児のワークシート＞

④ Ｎ児のふり返りカードによる自己評価



⑤ 授業を終えて
○ Ｎ児の学習の様子を見てみると、第１次の１時間目には、１２を３と９
に分けていたが、学習を進めていくと１０と２に分けるよさに気づき、筆
算の仕方を理解していったことがわかる。ふり返りカードからも、Ｎ児の
学習への意欲の高まりを感じることができる。

○ その他の授業者の感想としては、次のようなものがあった。

・ 学級を２分割することで個に対応することができた。一人一人の子ど
の学習活動の状況を把握して、一人一人に応じたかかわり方ができた。
・ 小集団で学習をしたことで生き生きと学習できた子どもがいた。
・ 評価規準を授業に活用したこと、評価の観点を決めたことで、評価が
容易にできた。しかし、その時間だけでは理解させることができなかっ
た子どももおり、評価するだけでなく、教師の指導力を高める必要もあ
ると感じる。

・ Ｃ規準の子どもに関わる時間が確保できた。

（２）算数への意識と評価の推移
○ 対象学年 ３～６年の子ども
○ 実施時期 学年当初と２学期末
○ 調査方法

・算数への意識
「算数は、すきですか 」という質問に 「 すき・どちらかというと。 、
すき・どちらかというときらい ・きらい」の中から答える。

・ 評価
昨年度の学年末評価と今年度の２学期末の評価を比較する。

その際、Ａを３点、Ｂを２点、Ｃを１点として数値化する。

○ 考察
・ 評価が向上した児童が５６％おり、このことは、少人数指導を含めた本
校の取組の一定の成果を示しているものではなかろうか。

、 。 、・ 意識の変化に目を向けてみると 変化なしが約半数を占めている また
向上した者、下降した者の人数もほぼ同数である。このことから本校の取
組は、児童の算数への意識にあまり影響を与えていないように思われる。



２．今後の課題

学校、児童の実態にあった評価規準への見直し○
的確に評価し、その評価を個に応じた指導に生かすためには、児童の実態に

あった、実践に生かすことができる評価規準へ改善していく必要がある。
評価方法の工夫○
子ども全員を評価することができ、子どもの関心や意欲をつかむことができ

るように評価方法を工夫する必要がある。
思考・判断する力を育てる教材の開発○
授業で使用するワークシートや繰り返し練習に使用するプリントなどにおい

て、思考力や判断力を育てる内容を盛り込む必要がある。
客観的に自己評価する力の育成○
授業評価の適切な観点を設定することや、主体的に自分の学びをつくり、自

分を高めていくために、客観的に自己評価する力を育てる必要がある。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

授業終了後のふり返りカードによる自己評価○
児童の授業への理解の程度や関心などを把握することで、授業改善の一助に

する。
学年初めや学期末に算数への意識を調査○
変容を把握することで、児童理解や授業改善の一助にする。
学年末計算マスターチェック○
計算練習を繰り返し行い定着を図るとともに、定着しにくい計算を把握し、

今後の指導に役立てる。
単元末のテストの結果を集積○
学年別、領域別等の平均点の推移を見ることで児童の実態と変容を把握し、

授業改善の一助とする。

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

（１） 校内研修会
① 平成１５年１０月２２日（水）
授業研究２年算数「かけ算（１ 」 本校教職員及び３名他校から参加）

② 平成１５年１１月１３日（木）
授業研究３年算数「かけ算（２ 」 本校教職員及び６名他校から参加）

③ 平成１６年 ２月 ４日 （水）
授業研究５年算数「割合とグラフ」 本校教職員及び１２名他校から参加

（２） 管内地区別協議会において、深川小学校の取組を発表
（３） 集録の作成・配布
（４） ホームページの作成

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級

１３～１８学級 １９～２４学級

２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導

一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 算数 理科

生活 音楽 図画工作 家庭

体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無
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